
学
界
消
息

　
　
史
単
研
究
会
関
係

工
月
例
会

　
二
月
臨
日
（
土
）
　
午
後
｝
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
於
　
京
大
楽
友
会
館

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
｛
果
北
部
の
旅
　
　
酒
井
敏
明
氏

　
ト
ン
ガ
調
春
澱
罵
行
談
　
　
　
　
　
　
藪
内
曲
方
彦
氏

　
　
（
共
に
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

蔚
紹
理
客
の
留
学

　
酋
川
爽
次
郎
理
事
は
、
三
月
天
冠
文
部
省
派
遣

　
留
学
生
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
。
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学

　
へ
留
学
の
た
め
出
発
さ
れ
た
。
惑
乱
は
一
ケ
年

　
の
予
定
。

　
　
　
国
史
　
関
係

読
史
会
予
縫
会
　
三
月
三
獣
（
金
）
　
於
旗
園

　
三
刀
三
揃
（
金
）
午
後
㎜
離
罫
．
い
り
西
園
に
お
い
て

　
小
葉
田
・
赤
松
・
柴
田
教
授
、
燈
・
上
一
手
助
教

　
授
の
ほ
か
、
大
学
院
・
学
部
学
生
ら
四
〇
名
が
集

　
ま
り
、
本
年
度
卒
業
生
の
前
途
を
祝
し
て
歓
談
し

　
た
。
　
　
　
東
洋
史
関
係

旧
湖
大
学
院
会
例
会

…
月
【
四
日
（
土
）
　
楽
友
会
館

武
漢
と
く
に
漢
口
の
商
業
酌
発
達
の
研
究

　
に
つ
い
て

　
二
月
一
一
日
（
土
）
．

　
北
瑚
の
儒
教

　
三
月
～
　
日
（
土
）

　
西
魏
の
計
帳
・
…
戸
籍
…

　
四
月
一
五
日
（
土
）

　
奥
村
郁
三

覇
酬
制
∴
八
学
院
八
ム
例
A
獄

　
一
月
一
七
臼
（
火
）

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・

楽
友
会
館

「
唐
代
裁
判
手
続
法
」

笹
塞
　
重
巳

兼
子
　
秀
利

楽
友
会
館

　
　
　
　
　
繭
村

史
学
科
会
議
室

　
　
　
　
　
中
谷

楽
友
会
館

元
佑

英
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
詣
イ
ス
タ
　
ン
よ
h
ソ
帰
つ
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
　
魯
男

　
二
月
二
一
日
（
火
）
　
史
学
科
会
議
室

　
ア
ル
タ
ソ
汗
と
そ
の
時
．
代
　
　
　
若
松
　

寛

　
三
刀
三
躍
（
金
）
　
東
洋
史
研
究
蜜

　
唐
憲
宗
朝
に
於
け
る
祉
会
経
済
上
の
ニ
輔
導

　
　
の
㈹
題
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
由
　
裕
勢

　
浩
代
の
損
紬
と
中
因
社
会
　
　
　
　
近
藤
　
秀
樹

塚
本
善
賑
教
授
退
官
記
念
講
演
会

　
一
一
月
八
日
　
（
水
）
　
　
山
爪
都
大
学
入
交
科
学
研
焼
掴
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
賞

　
学
界
遍
歴
四
十
五
年

S
・
N
・
ク
レ
ー
マ
ー
教
授
公
開
講
演

山
楼
必
ナ
部
第
八
教
｛
至

　
二
月
二
七
臼
（
月
）

　
Q
O
ヨ
轟
露
一
〔
5
い
洋
。
脱
欝
け
¢
H
o
一
8
醐
。
ノ
＜
o
ユ
α
”
㏄

　
　
○
Σ
σ
も
ほ
け
い
O
簿
Ω
，
。
。
．

　
二
月
二
八
H
（
火
）

　
膨
臼
討
母
一
〇
ご
一
昌
o
G
竃
〕
胃
械
㎞
ソ
幽
讐
回
、
砿
鳴
ロ
，
舞

　
　
㏄
O
び
O
O
騨
．

　
㏄
葺
⇒
o
は
餌
昌
O
プ
錠
霧
ε
巴
曽
囲
凱
踏
。
屋
。
汐
巴
紳
ぞ

　
　
旧
O
艮
く
¢
即
ソ
一
〇
¢
♂
．
o
㏄
跨
⇔
O
く
鑓
¢
¢
㏄
．

東
洋
史
談
話
会
講
演
会

　
二
月
二
八
日
（
土
）
　
楽
友
会
館

　
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
考
古
学
的
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
谷
　
仲
男

東
洋
史
談
話
会
予
饅
会

　
二
月
二
八
日
（
土
）
午
後
四
時
よ
り
楽
友
会
館
に

　
年
、
、
　
ぐ
目
疑
Q

　
方
し
　
一
　
弓
台

　
　
　
酉
洋
史
関
係

糠
洋
史
読
書
会
例
会

　
四
月
二
十
二
肖
（
土
）
　
於
醸
洋
史
研
究
室

　
ド
イ
ツ
近
代
史
研
究
の
乏
し
い
視
角

　
　
　
　
薫
月
草
命
の
基
礎
過
程
分
析
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
の
一
試
論
、
松
田
智
雄
氏
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
島
　
隆
雄

西
洋
史
読
需
会
第
八
回
春
季
大
会

　
四
月
二
十
九
罰
（
土
）
午
前
九
時
半
か
ら
、
於
楽
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蘇と　界　　消　　，懲、

　
友
会
館

　
プ
ル
タ
ル
コ
ス
に
あ
4
。
け
る
政
治
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
’
双

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
罫
　
　
　
寄

　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ベ
ー
コ
ン
と
古
典
　
植
村
　
雅
彦

　
ホ
ル
ス
考
一
i
I
H
〆
k
〆
嵩
梓
プ
①
ω
の
研
究
を
中
心
に

　
し
て
一
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
「
朗

　
一
資
料
の
解
読
　
ー
シ
ュ
メ
ー
ル
小
作
納
貢
鋼

　
に
関
す
る
－
　
　
　
　
　
　
　
中
．
原
与
茂
九
部

　
十
八
批
紀
ロ
シ
ア
軽
工
鞘
不
の
性
格
…
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
武
　
鉄
郎

　
フ
ラ
ン
ス
豊
平
ム
叩
の
産
購
木
問
題
　
　
　
服
甜
節
　
春
彦

　
革
命
前
夜
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
非
合
法

　
政
治
機
関
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
茨
木
　
慶
三

　
チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
の
歴
史
…
僚
　
　
村
岡
　
倣
隅
次

　
瓢
騨
梓
O
鉱
2
冨
ソ
一
〇
鳥
○
＝
器
亀
。
Φ
酔
げ
冨
叶
O
脱
δ
昌
㏄
斜
篇

　
B
3
δ
質
鋤
σ
蔓
。
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
ピ
p
o
ε
ジ

　
　
　
人
文
地
理
学
関
係

卒
・
業
論
文
発
表
会
及
び
予
繰
会

　
二
月
二
五
臼
（
土
）
午
後
二
時
よ
り

　
学
部
卒
業
生
四
重
、
修
士
課
程
修
了
者
三
三
の
論

　
文
発
表
会
を
教
室
に
お
い
て
欄
き
、
そ
の
後
下
鴨

　
糺
ノ
森
の
生
活
科
学
研
究
所
グ
リ
ル
に
お
い
て
予

　
鍍
会
を
行
な
っ
た
。
織
濁
教
授
以
下
、
教
宴
、
先

　
輩
ハ
学
生
約
四
〇
名
が
参
議
し
、
卒
業
生
の
抱
負

　
を
き
き
、
前
途
を
祝
し
た
。

脚…

a
ご
ニ
ハ
＃
†
度
新
専
攻
生
歓
迎
瓜
鳳

　
闘
月
二
九
日
（
祝
）
午
後
三
時
よ
り
、
新
装
成
つ

　
た
河
原
町
一
二
条
、
　
「
ア
サ
ヒ
・
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
」
に

　
て
、
　
新
寅
V
攻
生
山
ハ
名
の
歓
迎
ム
執
を
行
な
っ
た
ρ
　
猷
少

　
会
春
は
織
田
教
授
以
下
教
官
・
卒
業
生
・
学
生
な

　
ど
約
五
〇
名
。
　
地
理
学
教
室
の
今
昔
な
ど
を
語

　
り
な
が
ら
、
盛
会
裡
に
散
会
し
た
。

人
交
地
理
学
会
第
四
〇
会
例
会

　
二
月
一
八
日
（
土
）
午
後
二
野
於
京
都
大
学
交
学

　
都
　
北
申
果
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
自
然
と
生
活

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
　
敏
明

　
五
木
村
の
競
畑
と
村
落

　
　
　
考
古
単
関
係

考
古
学
談
話
会

　
三
月
二
日
（
木
）

佐
々
木
高
明

於
楽
友
会
館

　
昭
和
三
五
年
度
卒
業
論
交
な
ら
び
に
修
士
論
丈
の

　
発
表
会
を
行
っ
た
。

芦
屋
旭
塚
古
墳
の
発
掘

　
二
月
一
日
か
ら
約
二
週
間
、
旭
化
成
芦
屋
寮
の

　
増
築
工
事
に
と
も
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
大
型
の

　
横
穴
式
石
室
を
、
小
林
講
師
・
小
野
山
助
手
が

　
鋼
査
し
た
．
、

堺
市
経
塚
古
墳
の
発
掘

　
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
前
方
後
円
墳
。
近
く
破
壊
さ
れ

　
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
小
林
職
…
師
。
小
野
山
助

　
手
等
が
調
査
中
で
あ
る
。
主
体
部
は
木
棺
二
姻
か

　
ら
な
り
、
封
土
の
欝
成
と
、
埴
輪
列
に
つ
い
て
も
、

　
く
わ
し
く
調
査
が
行
わ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
　
京
都
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

　
　
　
国
史
学
奪
攻

都
市
共
同
体
の
形
成

伊
那
谷
に
お
け
る
平
田
門
人
の
動
向

長
洲
藩
に
お
け
る
討
幕
論
の
形
成

縁
統
主
義
の
系
譜

　
－
鷹
峰
・
光
悦
町
の
形
成
と

射
場
　
俊
矧

薄
井
　
武
介

大
野
　
耕
一

岡
本
　
健
一

　
　
　
　
　
　
　
解
体
を
め
ぐ
っ
て
ー
ー
－

北
一
輝
の
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
　
脩

わ
が
魍
警
察
の
確
立
と
そ
の
特
質
　
　
武
田
皐
代
子

中
世
農
村
構
造
に
関
す
る
一
考
察
「
　
藤
野
　
立
恵

　
i
北
陵
真
宗
数
団
の
発
展
を
遍
じ
て
一
1

中
世
後
期
の
農
民
構
造
　
　
　
　
　
　
村
田
　
修
一
二

　
i
丹
波
国
山
岡
荘
の
場
合
1

〔
修
士
課
程
〕

民
二
丁
術
に
お
け
る
権
化
信
仰
の
形
　
上
田
さ
ち
子

　
成
透
代
に
お
け
る
醜
業
政
策
の
展
開
　
　
松
本
　
久
子
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、
明
治
蔚
半
期
に
お
け
る
寒
制
度
　
　
藤
膿

　
－
扶
饗
法
を
通
し
て
i

　
〔
博
士
課
程
単
位
修
得
春
研
究
発
表
題
蔚
〕

幕
末
・
維
新
期
の
農
業
間
題
　
　
　
　
有
泉

黛
ホ
中
世
の
領
主
制
に
つ
い
て
　
　
　
工
藤

幕
藩
三
綱
と
封
建
地
代
　
　
　
　
　
　
酒
井

　
　
　
東
洋
史
学
専
攻

山ハ

|
剛
時
臨
代
ラ
」
修
崩
入
官
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
葉

　
…
一
麿
代
史
館
制
度
成
立
史
序
説
1

山
藤
商
人
を
通
じ
て
児
た
溝
代
商
業
の
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狭
間
　
癒
樹

戊
戌
政
変
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
平
田
　
正
衛
…

酒
突
蕨
の
西
ト
ル
キ
ス
タ
ン
支
配
に
つ
い
て

　
1
統
血
眼
可
汗
の
時
代
を
中
心
に
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
野
　
英
二

五
・
鱗
運
動
に
於
け
る
学
生
の
行
動
と
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
　
　
　
井

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
｛
鴨
ユ

十
・
九
世
紀
後
半
の
イ
ラ
ン
に
於
け
る
パ
ハ
イ
教
の

　
成
立
と
そ
の
史
的
背
娯
に
就
い
て
　
高
林
　
藤
樹

〔
膨
土
課
程
〕

北
宋
時
代
に
お
け
る
開
封
の
商
人
　
　
小
野
専
郁
夫

明
代
華
北
に
於
け
る
銀
差
成
立
の
一
研
究

　
一
山
東
の
門
銀
を
中
心
に
し
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翁
目
規
煙
雄

笥
子
　
泓
師
僧
発
日
の
欄
爾
　
　
　
　
　
　
　
藤
蒜
　
箕
澄

　
　
　
　
i
唐
代
の
当
行
制
度
を
中
心
に
i
l
－

　
　
　
辛
亥
革
命
前
に
お
け
る
利
権
圓
取
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
川
　
哲
男

貞
夫
、

　
　
　
顔
之
推
の
人
と
思
想
　
　
　
　
　
　
青
川
　
忠
夫

敬
一　
　
　
〔
博
士
課
程
単
位
鰹
得
者
研
究
発
瀬
踏
邑

　
一
　
　
　
鷹
憲
宗
朝
を
め
滑
、
る
社
会
経
済
上
の
二
薫
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
肉
　
裕
男

一
郎
　
清
代
の
粥
納
と
中
醐
祉
会
　
　
　
　
　
近
藤
　
秀
樹

　
　
　
　
　
　
西
洋
史
学
奪
攻

　
　
　
ナ
チ
ス
弾
頭
の
祉
ム
四
酌
背
量
　
　
　
　
山
嵐
　
邦
見

　
　
　
　
一
中
間
履
の
ナ
チ
ス
支
持
に
つ
い
て
1

　
　
　
中
果
プ
耀
イ
セ
ソ
の
饗
属
下
響
放
に
つ
い
て

　
　
　
　
ー
シ
晶
タ
イ
ン
、
ハ
ル
デ
ソ
ベ
ル
グ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
革
を
中
心
に
し
て
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
山

イ
ラ
ン
を
め
ぐ
る
列
強
と
切
o
N
㊤
淘
げ
p
訂
の

ク
ー
デ
タ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺

ビ
ザ
ン
ツ
｛
前
園
に
お
け
る
エ
ピ
ボ
レ
ー
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
照

十
八
批
紀
後
期
の
東
イ
ン
ド
会
社

℃
暮
臨
。
器
づ
ω
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
水
野

・
1
一
三
・

興
隆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趨
淵

吉
朗

正
樹

治
泰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
江
循
灘
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
英

　
　
　
　
　
　
一
四
世
紀
の
フ
ラ
ン
ギ
ル
都
市
ー

イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
期
に
お
け
る
製
鉄
資
本
象
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
男

6
9
℃
篇
～
．
一
時
代
の
プ
ロ
イ
セ
ン
と
ド
イ
ツ
両
常
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
　
　
順

英
傾
イ
ン
ド
に
お
ゆ
る
近
代
綿
業
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
村
　
尚
司

革
薪
運
動
へ
の
腐
敗
暴
露
記
春
の
寄
与
に
つ
い
て

　
一
び
ぎ
o
o
ぎ
ω
富
識
Φ
5
。
。
を
中
心
に
…
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
井
　
孝
思

共
和
制
ロ
ー
マ
に
於
け
る
中
小
農
民
研
究

　
一
そ
の
実
態
と
共
和
・
倒
崩
…
壌
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
作
恥
に
つ
い
て
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
闘
　
　
浩

三
月
革
命
と
ド
イ
ツ
統
一
運
動
　
　
　
疋
眼
　
其
臣

〔
修
土
課
程
〕

　
ロ
シ
ア
軽
工
業
に
お
け
る
二
二
翻
と
資
本
鋼

　
一
十
八
世
紀
中
葉
で
の
労
働
力
市
揚
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
形
成
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號
武
　
鉄
郎

チ
ャ
ー
チ
ス
ト
運
動
の
歴
史
像
　
　
　
村
岡
　
健
次

　
－
特
に
ラ
ン
ク
。
ア
ン
ド
・
フ
ァ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て
一

〔
博
士
課
程
単
位
修
得
姦
研
究
発
衰
題
臼
〕

シ
ュ
メ
ー
ル
都
市
圏
家
研
究
の
二
、
叢
の

問
題
点
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
　
茂

現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
リ
ベ
ラ
ル
・

イ
ン
ペ
リ
ア
蓼
ズ
ム
」
と
中
欧
理
念
　
鷲
一
瞬
　
蕉
継
…
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息学

地
理
学
専
攻

会
津
盆
地
の
都
市
地
理
研
究
　
　
　
　
岩
下
　
芳
秋

福
井
平
野
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
中
世
の
城
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
健
太
郎

桐
僕
原
市
工
場
誘
羅
の
地
理
学
的
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
裕

佐
賀
平
野
の
麗
発
過
程
と
搦
干
柘
　
野
田
茂
生

〔
修
士
課
程
〕

古
代
倉
敷
の
地
理
的
位
概
に
つ
い
て
　
足
利
　
健
亮

都
市
の
規
織
ハ
・
機
能
…
・
成
長
と
産
業
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
森
　
星
児

中
魍
に
お
け
る
少
数
民
族
と
辺
境
．
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
炭
二

〔
博
士
諜
程
単
位
修
得
春
研
究
発
爽
手
事
〕

地
理
学
史
上
の
ピ
エ
ル
・
ダ
イ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
温

考
古
学
専
攻

正

近
畿
地
方
の
士
円
墳
群
と
古
一
代
豪
族
と
の
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堤
　
圭
三
部

北
米
の
墨
譜
凱
a
裟
8
三
期
文
化
　
鶴
巻
　
省
吾

本
邦
破
璃
製
品
に
つ
い
て
　
　
　
　
吉
本
　
発
俊

〔
鯵
士
課
程
〕

鵠
碧
鳥
－
翼
。
文
化
の
生
成
と
そ
の
発
展
毛
玉
　
純
之

銅
鐸
の
諸
問
題

佐
原
　
　
真

会

告

　
本
会
委
員
中
村
幹
雄
氏
は
、
大
阪
学
芸
大
学
赴
任

の
た
め
三
月
三
十
一
日
を
以
て
辞
任
し
、
代
っ
て
山

本
茂
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
右
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会

正
　
誤
表

四
四
巻
二
号
所
載
「
東
国
出
身
の
防
人
達
」
に
、
次

の
誤
植
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

＝
二
〇
頁
下
段
七
行
日

（
誤
）
而
後
、
接
＝
乎
開
元
・
朔
方
・
瀧
右
・
河
東
・

河
西
諸
鎮
↓

（
正
）
醐
後
、
接
地
乎
閲
元
↓
朔
方
・
朧
右
・
河
東
・

河
西
諸
鎮
、

　
　
暇
編
集
後
記
粥

　
さ
わ
や
か
な
新
緑
の
候
が
め
ぐ
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
会
員
の
皆
様
に
は
、
お
変
り
な
く
お
励
み
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
本
号
か
ら
「
批
判
と
反
省
強
将
を

粧
を
新
た
に
し
て
復
活
い
た
し
ま
し
た
。
一
読
さ
れ

れ
ば
お
わ
か
り
と
存
じ
ま
す
が
、
日
本
史
・
東
洋
史
・

西
洋
史
・
地
理
・
考
宵
学
が
互
に
協
同
し
あ
う
、
と

い
う
本
会
の
特
色
を
生
か
し
て
、
専
攻
外
の
学
問
に

対
し
て
、
特
に
方
法
論
や
研
究
の
現
状
に
対
し
て
批

判
を
加
え
よ
う
と
意
図
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
御
意

見
と
御
投
稿
を
お
待
ち
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
会

の
財
団
法
人
改
組
の
件
で
す
が
、
文
部
省
の
認
可
が

未
だ
お
り
て
お
り
ま
せ
ん
。
従
い
ま
し
て
、
四
四
巻

一
号
で
お
こ
と
わ
り
い
た
し
ま
し
た
会
員
名
簿
の
発

行
も
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
い
た
だ
き
た
く
、
重
ね
て

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
　
　
　
　
（
山
塞
茂
）

瓶
埜
舗
璽
語
翻
　
定
価
天
。
円

　
　
史
林
（
第
廻
四
遜
第
三
号
）

　
　
　
　
　
京
郡
市
充
京
麟
吉
閏
本
睡

　
　
　
　
　
京
郡
穴
二
丈
学
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
擬
警
京
灘
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
　
京
都
市
下
京
賦
西
七
条
柳
所
ノ
内
東
町
三
九

…
印
鋼
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
祉
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